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際、渡辺准教授から説明されたものであるが、CP と DP の策定においては、各授業科目の到達目標 
 
具体的な取組 
                学類における 
ＤP の策定と公開      ↓↑ 
理念・目的
    
      ↓↑        
教育目標 
                            
カリキュラムマップ、カリキ
ュラムツリーの策定と公開 




授業設計     












CP・DP 策定 WG は、当センターの評価システム研究会と共催で開催される予定であり、当センター
の研究成果を本学の CP・DP 策定作業に還元したいと考えている。 
 このような CP・DP 策定は、大学教育の公開性が求められるなかで必須のものとなってきている。
４月２６日に出された中央教育審議会大学分科会質保証システム部会の「教育情報の公表の促進に関




１０日または６月２４日の１６時３０分からとなる予定である。CP・DP 策定 WG と共催で開催され
るとともに、公開で行う。多くの教員の皆様の参加をお願いしたい。 
（文責 大学教育研究開発部門 西山宣昭） 
○●○ 新着資料のお知らせ ○●○ 
大学教育開発･支援センターに、下記の報告書等が届きました。資料は、図書室（総合教育 1 号館
６階 613 号室。センター共同研究室向かい）に所蔵しております。 
・ 直井勝彦、鮫島俊之、養王田正文『科学立国人材育成プログラム 最終報告書』東京農工大学、2010
年 
・ 同志社大学 PBL 推進協議会『PBL における学びの空間デザイン』（同志社大学 PBL 推進協議会
発行ブックレット Vol.1）、2010 年 
・ 同志社大学文部科学省大学教育・学生支援推進事業大学教育推進プログラム『プロジェクト・リ
テラシーと新しい教養教育 ～課題探求能力を育成する PBL 教育の方法論的整備：未来を切り拓
く PBL 「教育」の壁を越えて』シンポジウムレポート、同志社大学ＰＢＬ推進支援センター、
2010 年 
